
性
論
に
、
密
教
思
想
が
積
極
的
に
受
容
さ
れ
る
と
、
そ
の
行
き
つ

く
と
こ
ろ
は
観
念
的
な
仏
凡
一
体
論
で
、
日
本
中
古
天
台
が
真
如

遍
満
を
い
う
余
り
、
本
覚
ず
わ
り
の
著
し
い
即
身
是
仏
主
義
に
堕

っ
し
て
し
ま
っ
た
の
も
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
法
然
・
親
鴬

・
道
元
・
日
蓮
と
叡
山
を
捨
て
た
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
達
に
は
、
そ

の
思
想
の
底
に
、
こ
の
中
古
天
台
の
観
念
的
な
仏
性
論
Ｉ
成
仏
論

を
拒
否
し
て
起
っ
た
共
通
し
た
宗
教
意
識
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
・

行
・
信
の
具
体
的
実
践
へ
の
志
向
で
あ
る
。
聖
人
の
場
合
は
下
種

論
に
顕
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
仏
教
を
み
る
そ
の
前
に
、

日
本
浄
土
教
の
祖
と
仰
が
れ
る
源
信
の
仏
性
論
を
検
討
し
て
お
く

必
が
あ
る
。
『
一
乗
要
決
』
で
天
台
の
仏
性
を
強
調
し
た
源
信
が
、

そ
の
仏
性
開
発
を
弥
陀
の
仏
力
に
求
め
ん
と
し
た
そ
の
傾
向
は
、

形
と
し
て
は
聖
人
の
仏
種
論
に
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
た
だ
し
、
常
不
軽
品
を
下
種
折
伏
の
文
証
と
し
、
そ
の
二

十
四
字
と
五
字
の
題
目
を
一
体
と
す
る
聖
人
の
仏
種
思
想
が
、
独

特
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

天
台
大
師
は
法
華
経
寿
量
品
の
「
我
本
行
菩
薩
道
時
所
成
寿

命
」
に
本
因
妙
、
「
我
成
仏
已
来
甚
大
久
遠
」
に
本
果
妙
を
論
じ
、

久
遠
釈
尊
の
因
行
を
本
因
、
釈
尊
の
久
遠
成
道
を
本
果
と
規
定
し

て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
こ
れ
を
継
承
し
て
「
我
本
行
菩
薩
道
…
」

に
「
我
等
己
心
菩
薩
」
、
「
然
我
実
成
仏
已
来
…
」
に
「
我
等
己

心
釈
尊
」
を
論
じ
観
心
の
法
門
を
説
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
『
観

心
本
尊
抄
』
の
釈
尊
論
に
は
釈
尊
の
因
果
論
が
大
き
な
比
重
を
占

め
て
お
り
、
こ
れ
が
観
心
法
門
の
論
理
的
帰
結
を
導
く
の
で
あ

る
。
以
下
『
観
心
本
尊
抄
』
を
中
心
に
釈
尊
の
因
果
論
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
い
。

聖
人
が
因
位
果
位
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
主
要
な
遺
文
と
し
て

『
開
目
抄
』
『
観
心
本
尊
抄
』
『
法
華
取
要
抄
』
等
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
遺
文
に
よ
る
と
①
釈
尊
と
他
の
諸
仏
を

比
較
相
対
し
て
因
位
果
位
を
論
じ
る
場
合
、
②
本
門
と
迩
門
を
比

較
相
対
し
て
釈
尊
に
因
位
果
位
を
論
じ
る
場
合
、
③
釈
尊
の
久
遠

成
道
に
因
位
果
位
を
論
じ
る
場
合
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

久
遠
釈
尊
の
因
行
果
徳
に
つ
い
て

庵
谷
行
亨
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『
法
華
取
要
抄
』
に
は
、
因
位
を
論
ず
れ
ば
諸
仏
は
三
祇
、
五

劫
、
釈
尊
は
三
千
塵
点
劫
、
果
位
を
論
ず
れ
ば
諸
仏
は
十
劫
・
百

劫
・
千
劫
已
来
の
過
去
仏
、
釈
尊
は
五
百
塵
点
劫
已
来
妙
覚
果
満

の
仏
で
あ
る
と
し
、
尽
十
方
の
諸
仏
は
教
主
釈
尊
の
所
従
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
、
諸
仏
は
「
近
因
果
」

を
説
い
て
「
遠
因
果
」
を
顕
わ
さ
な
い
ゆ
え
に
「
三
五
遠
化
」
を

亡
失
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
遠
近
に

よ
っ
て
釈
尊
と
諸
仏
を
比
較
相
対
し
、
釈
尊
の
絶
対
性
を
論
証
す

る
も
の
で
あ
る
。
②
の
例
と
し
て
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
教
主
釈

尊
論
を
展
開
し
、
爾
前
迩
門
と
本
門
に
分
別
し
て
釈
尊
の
因
位
果

位
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
爾
前
迩
門
の
意
を
も
っ
て
論
ず
る
と
、

釈
尊
の
因
位
は
能
施
太
子
・
儒
童
菩
薩
・
戸
毘
王
・
薩
唾
王
子
，

三
祇
百
劫
・
動
迩
塵
劫
・
無
量
阿
僧
祇
劫
等
と
積
劫
行
満
の
仏
で

あ
り
、
果
位
は
始
成
正
覚
の
仏
で
四
教
の
色
身
を
示
現
し
て
正
像

末
三
時
を
利
益
し
給
う
仏
で
あ
る
。
こ
れ
ら
迩
因
迩
果
は
本
門
教

主
釈
尊
の
方
便
施
設
で
あ
り
、
本
門
の
因
位
果
位
が
明
か
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
明
瞭
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
門
の
意
を

も
っ
て
論
ず
る
と
、
教
主
釈
尊
の
因
位
は
久
遠
よ
り
已
来
、
十
方

世
界
に
分
身
し
一
代
聖
教
を
演
説
し
塵
数
の
衆
生
を
教
化
し
給
う

仏
で
あ
り
、
果
位
は
い
う
ま
で
も
な
く
久
遠
成
道
で
あ
る
。
本
門

の
因
果
は
発
迩
顕
本
に
お
い
て
成
就
す
る
ゆ
え
に
、
『
開
目
抄
』

に
こ
れ
を
「
本
因
本
果
の
法
門
」
と
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
諸
仏
と
釈
尊
、
爾
前
迩
門
と
本
門
の
因
果
が
明
か
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
『
観
心
本
尊
抄
』
で
は
凡
心
具
仏
の
結
論
と
し
て
「
受

持
譲
与
」
が
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
爾
前
迩
門
の
釈
尊
と
本
門

の
釈
尊
の
因
位
果
位
を
論
じ
て
本
門
の
教
主
釈
尊
の
絶
対
性
を
論

証
す
る
基
準
は
、
因
果
の
遠
近
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
先

の
諸
仏
と
釈
尊
の
比
較
相
対
の
分
別
と
同
じ
で
あ
る
。
③
は
言
う

ま
で
も
な
く
本
門
の
因
位
果
位
論
で
あ
る
。
本
門
の
因
位
果
位
論

は
教
主
釈
尊
の
絶
対
性
を
開
顕
し
、
釈
尊
こ
そ
諸
仏
を
所
従
と
す

る
唯
一
の
教
主
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
本
門
の
教
主
釈
尊
の
因
位
と
果
位
を
聖
人
は
受
持
譲
与
段
に

「
釈
尊
の
因
行
果
徳
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

受
持
譲
与
段
に
み
ら
れ
る
五
字
と
釈
尊
の
因
果
の
論
理
的
背
景

に
は
一
念
三
千
（
色
心
因
果
）
・
仏
種
・
要
法
・
宝
珠
・
良
薬
等

の
問
題
が
関
連
し
て
い
る
。
一
念
三
千
と
は
釈
尊
の
色
心
で
あ

り
、
こ
の
釈
尊
を
我
等
の
教
主
と
し
て
行
化
の
因
と
万
徳
の
果
に

ゑ
る
の
が
因
行
果
徳
の
釈
尊
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
念
三
千
の

基
本
原
理
を
背
景
に
、
釈
尊
の
色
心
が
因
行
果
徳
で
あ
り
、
そ
の

因
行
果
徳
が
仏
種
で
あ
る
と
こ
ろ
に
釈
尊
の
因
行
果
徳
と
妙
法
五

字
の
関
係
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

論
理
的
に
十
界
の
互
具
を
論
じ
て
も
「
己
心
の
釈
尊
」
は
論
証
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し
え
な
い
。
そ
れ
は
釈
尊
の
具
足
が
五
字
受
持
者
の
己
心
に
の
ゑ

実
現
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
の
互
具
論

が
凡
心
具
仏
界
か
ら
凡
心
具
釈
尊
へ
と
移
行
し
、
釈
尊
の
因
位
果

位
論
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
の
は
、
我
等
の
成
仏
が
単
な
る
理
論

論
的
解
明
で
証
明
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
五
字
受
持
な
る
信
仰
的

実
践
に
こ
そ
実
現
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
五
字
の

受
持
が
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
受
領
で
あ
る
ゆ
え
に
、
釈
尊
や
地
涌

の
菩
薩
を
己
心
に
具
足
し
う
る
の
で
あ
る
。
天
台
大
師
の
、
本
果

妙
の
依
文
に
「
我
等
己
心
釈
尊
」
、
本
因
妙
の
依
文
に
「
己
心
菩

薩
」
を
証
さ
れ
た
の
は
、
聖
人
に
と
っ
て
本
果
妙
と
は
久
遠
成
道

の
釈
尊
ｙ
本
因
妙
と
は
久
成
の
人
た
る
地
涌
の
菩
薩
で
あ
る
か
ら

の
釈
尊
、

以
上
、
『
観
心
本
尊
抄
』
を
中
心
に
、
聖
人
に
お
け
る
釈
尊
の

本
因
本
果
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
日
蓮
聖
人
の
本
因
本
果
の
概
念

は
久
遠
成
道
を
本
果
、
久
遠
の
化
導
を
本
因
と
す
る
点
に
お
い
て

基
本
的
に
は
天
台
大
師
と
異
な
ら
な
い
が
、
と
く
に
観
心
に
お
い

て
本
因
を
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
、
受
持
の
当
処
に
本
因
本
果
を
己

心
の
所
具
と
す
る
こ
と
は
他
に
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
（
１
）
。
そ

れ
は
釈
尊
を
論
理
的
に
規
定
し
て
そ
の
本
質
を
論
証
し
た
天
台
大

師
に
対
し
、
聖
人
は
受
持
と
い
う
自
己
の
主
体
に
お
い
て
釈
尊
を

受
領
し
て
い
っ
た
こ
と
の
異
な
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

法
華
経
本
門
の
如
来
寿
量
品
に
は
、
釈
尊
ゑ
ず
か
ら
始
成
正
覚

を
破
し
て
、
そ
の
寿
命
の
久
遠
な
る
こ
と
が
開
顕
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那

由
他
劫
」
と
発
迩
顕
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
次
下
に
は
、
釈
尊

の
寿
命
が
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
、
更
に
五
百
座
点
劫
の
罫
嶮
を
も

っ
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
五
百
塵
点
劫
の
解
釈
は
古
来
よ
り
論
議
が
喧
し
く
、
有
始

・
無
始
、
常
住
・
無
常
、
実
説
・
仮
説
等
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
塙
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
遺
文
に
引
用
さ
れ

〔
註
〕（
１
）
茂
田
井
教
亨
先
生
は
『
観
心
本
尊
抄
』
に
聖
人
の
特
異
な
四
菩

薩
観
が
あ
る
と
し
、
そ
の
第
一
に
こ
れ
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
は
茂
田
井
先
生
の
教
示
に
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

寿
量
顕
本
論
’
五
百
塵
点
劫
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て

北

川

前

薙
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